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everyday life in a high school student 
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Sonoko Hayashi 
 
［要旨］ 
 本研究では、高校生の日常生活における現状問題を踏まえ、実際の「日常生活状況」と「体育授業への
意識」との関係に着目し、充実した日常生活及び学校生活を送るために寄与するための効果的な体育授業
の検討を行うことを目的とした。結果、運動・スポーツを通して充実した日常生活を送るために体育授業
を展開するための重要なポイントが示唆された。今後は、本研究で得られた結果をもとに、日常生活にお
いて自主的・自発的に運動・スポーツを行うことができるために実践的に活用できる水準での体育授業の
具体的な内容の追及の必要性があると考える。 
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1. 研究の目的 
 近年、高校生の日常生活の現状においてベネッ
セ教育研究開発センター（2007）18）は「生活が忙
しい」「睡眠時間を増やしたい」「友人などとの約
束をきちんと守る」とめまぐるしい日常生活を送
っているものの、「将来の目標がない」「将来を考
えると不安である」者が多い状況であると述べて
おり、学校生活では「不登校」「中途退学」が増加
傾向にある。文部科学省（2011）23）は、不登校と
なる理由に「情緒的混乱」「人間関係」「学業不振」、
中途退学となる理由に「もともと高校生活に熱意
がない」「授業に興味がわかない」「人間関係がう
まく保てない」「学校の雰囲気が合わない」などを
挙げている。現在の高校生は、日に日に積り積った
多忙感や不安、悩み、ストレスがバーンアウトし、
無気力状態で生活している傾向にあるといえる。 
 高校生は、身体面及び精神面において成人を迎
えるための最終段階の時期であり、生きている中
で遭遇する様々な諸問題に対して自分の力で極力
解決しようと試みながら生活していると思われる。
しかしながら、まだ社会的に知識や経験不足な部
分もあり、問題を自分自身の力で解決するまでに
至りにくい、もどかしい時期でもあるといえる。
実際には、抱えている問題が解決されないまま
日々の生活を過ごしており、日が過ぎゆくごとに
更なる問題が次々と上載せられ、その重圧に耐え
きれず、ストレスのみならず疲労感や不定愁訴を
引き起こすという心身の健康に対して負の相乗効
果をもたらせている現状である。 
 これらの現状を解消するために、高校生に対し
て魅力のある日常生活、特に日常生活の大半を占
める充実した学校生活が送ることができる環境を
提供することが望ましいといえる。その環境のひ
とつに学校教育の現場における運動・スポーツを
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行う機会の充実が挙げられる。 
 中央教育審議会（1997）5）は、学校教育の在り
方について「日常生活において現在及び将来に何
らかの形で役に立つものでなければならない」と
している。また、人間が運動・スポーツを行う意
義として、スポーツ振興基本計画（2006）21）は「身
体面では、健康の保持増進や体力向上に寄与する
とし、精神面では、爽快感、達成感、連帯感、ス
トレスの発散、心の安定に効果をもたらし、社会
面では、仲間とのコミュニケーション能力、規範
能力、責任能力などを養うことができる」として
いる。したがって、学校教育の現場における運動・
スポーツを行う機会の充実は高校生の現状問題を
解消へ導くための要素がまさに備わっているとい
っても過言ではない。すなわち、運動・スポーツ
に触れ合うことのできる場である体育授業の充実
は高校生には必要不可欠であるといえる。 
 本研究では高校生の日常生活における現状問題
を踏まえ、実際の「日常生活状況」と「体育授業
への意識」との関係に着目し、充実した日常生活
及び学校生活を送るために寄与するための効果的
な体育授業の検討を行うことを目的とした。 
 
2．研究の方法 
2.1 調査実施及び調査方法 
 本研究の調査は、東京都、埼玉県、神奈川県に
所在する高等学校 3 校全学年454名を対象に実施
した。調査期間は、2012年 5 月～ 6 月であった。 
調査内容は「日常生活充実度」、「運動・スポーツ
活動状況」、「日常生活及び学校生活への意識」、「体
育授業への意識」に関する内容について独自のア
ンケート調査を実施した。 
 「日常生活充実度」は、前田（2006）20）が文部
科学省（2006）の「生活実態調査」から日常生活
において自主的・自発的に運動・スポーツ行うた
めには「生活習慣」「運動習慣」「意欲」「保護者」
の4要素が重要であるとしており、この4要素をも
とに、各要素に含まれている「生活」「家族」「他
者との関係」「趣味」「学校」から40項目を設定し
た。また「日常生活及び学校生活への意識」「体育
授業への意識」 6 項目を使用した。有効回答数は
454名（100.0％）であった。アンケート調査で収
集されたデータから高校生の基本的特性、スポー
ツ特性、運動・スポーツ活動状況、日常生活状況
を中心に必要に応じてχ２検定を用いた。 
  
3．結果と考察 
3.1 高校生の日常生活及び学校生活、運動・スポー
ツ活動に対する諸特性 
3.1.1 日常生活及び学校生活の意識 
 Table 1 は、現在の高校生における日常生活及び
学校生活、体育授業に対する意識状況を示したも
のである。 
 日常生活の意識において「毎日、学校が楽しい」
の項目は全体で「よくあてはまる」26.4％（n=120）、
「あてはまる」49.8％（n=226）、「学校以外の日常
生活が楽しい」の項目は全体で「よくあてはまる」
29.5％（n=134）、「あてはまる」49.6％（n=225）
と両項目より約 8 割近くの者が充実した日常生
活や学校生活を送っている状況であった。性別間
では、両項目ともに肯定的な回答に対して男子は 
7 割以上、女子は 8 割以上満足している結果を示
した。 
 次に、「自分は大変元気である」の項目は全体で
「よくあてはまる」26.7％（n=121）、「あてはまる」
36.3％（n=165）、「将来への夢や希望がある」の
項目は全体で「よくあてはまる」22.7％（n=103）、
「あてはまる」27.8％（n=126）の者が将来を見据
えた前向きな生活をしている状況を示した。しか
し、性別間では、男子において「将来の夢や希望
がある」の項目を肯定的にとらえる者が半数を欠
く結果を示した。これらのことから、男女共に一
日一日の生活に対して概ね大きな不満をもってい
ない傾向がみられるものの、自分自身の将来への
具体的なビジョンを掲げてその目標に向かって生
活をしていく姿勢や必要性を感じる者が少ない現
状であるといえる。 
 さらに、体育授業への意識において「体育の授
業が好きである」の項目は全体で「よくあてはま
る」26.0％（n=118）、「あてはまる」33.3％（n=151）
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の者が体育授業を肯定的にとらえる結果を示した。
性別間では、肯定的な回答に対して男子は 6 割強、
女子は  5 割と男子の意識が高い結果を示した。
「毎回、体育の授業が楽しい」の項目は全体で「よ
くあてはまる」21.4％（n=97）、「あてはまる」31.5％
（n=143）の者が満足をしていた。しかし、性別間
では、肯定的な回答に対して女子が 4 割強であり
男子より意識が低い結果を示した。これらのこと
から、女子において体育授業の中で、運動・スポ
ーツと触れ合うことにより得ることのできる楽し
さや喜びを感じる場面や機会が少ない現状にある
と考える。 
Table 1 現在の日常生活及び学校生活、体育授業への意識 
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3.1.2 運動・スポーツ活動状況 
 Table 2 は、現在の高校生における運動・スポー
ツ活動状況を示したものである。 
 全体において「運動・スポーツは体育授業以外
ではほとんど行っていない（体育授業のみ）」は
48.5％（n=220）、「学校の運動部活動に入部して
いる（運動部活動）」46.7％（n=212）、「学校外の
クラブチームに所属している（クラブチーム）」
3.1％（n=14）、「学校のスポーツ教室やレッスン
に参加している（習い事・レッスン）」5.7％（n=26）
であり、運動・スポーツを行う場面は体育授業の
みの者と運動部活動に参加している者が半数ずつ
いる状況を示した。性別間では、男子において「運
動部活動」62.4％（n=121）、女子は「体育授業の
み」60.8％（n=158）と運動・スポーツの活動ス
タイルに違いがみられた。女子の運動・スポーツ
を行うことに対する意欲が低い結果を示した。 
 これらのことから、3.1.1の結果と合わせて、男
子は体育授業や運動部活動など運動・スポーツに
関わる機会に対して積極的に取り組む姿勢がみら
れるが、女子は、運動・スポーツに対する意識、
行動ともに消極的であることから、男女間で日常
生活及び学校生活に運動・スポーツを取り入れる
意識やとらえ方、必要性に違いが生じていると考
える。 
3.2 日常生活における充実状況 
 Table 3 は、「日常生活充実度」40項目を 5 段階
評価で回答した結果の平均値を示したものである。 
 全体において高い値（4.00以上）の大項目は、
「生活」3 /12項目、「他者との関係」7 /18項目、「趣
味」2 / 6 項目、「学校」1 / 4 項目であった。一方、
低い値（2.99以下）の大項目は、「生活」0/12項目、
「他者との関係」5 /18項目、「趣味」2 / 6 項目、「学
校」2 / 4 項目であった。全体を通して「他者との
関係」（特に中項目「仲間・友人」）において高い
値を示したことから、日常生活で接する人との関
係は良好であり、人を大切にする心をもっている
者が多いといえる。しかし、中項目の「評価」や
大項目「趣味」、「学校」の項目の値が低かったこ
とから、自分自身の状況や存在を否定的にとらえ
ている傾向がみられ、周囲の人との関係を壊さな
いように築く努力はできるものの、リーダーシッ
プ性や自己アピールなど人前に出て物事をまとめ
たり、決めたりする場面に対しては消極的な態度
がみられ、人に嫌われない生活を送ることを望む
者が多いと考える。 
 性別間において、χ２検定の結果より男女間の
分散に有意な差がみられ、それぞれの特徴が示さ
れた。男子は、大項目「生活」において「毎晩、
よく眠ることができる」（3.75）、大項目「他者と
 
 
 
Table 2 運動・スポーツ活動状況 
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の関係」において「最低一日一回は、家族とそろ
って食事をする」（3.55）で女子より高い値を示し
た。これより、男子は規則正しい生活を送るよう
心がけている態度が伺える。女子は、大項目「生
活」において「毎日、きちんと朝ごはんを食べて
いる」（4.70）、「自然や夜景などを見て感動する」
（4.22）、大項目「他者との関係」において「自分
に大切だと思う人がいる」（4.52）、「仲の良い友達
がいる」（4.69）、「あいさつをしたり、されたりす
ると気持ちが良い」（4.23）、大項目「学校」にお
いて「勉強をすることは大切だと思う」（4.35）で
男子より高い値を示した。また、大項目「趣味」
において「お金を払って試合会場に行き、スポー
ツを観たり、応援したりする」が男子より低い値
を示した。これらの項目から、女子の日常生活は、
感情が豊かであり、人との関係を大切にする態度
がみられた。一方、高校生としての務めであり、
生活の最も重要な部分である勉強や運動・スポー
ツに励む態度が希薄であったことから、学校生活
は、高校生の生活の核となる勉強や運動・スポー
ツの部分が充実しているのではなくそれ以外の環
境に魅力があり、その環境に対しては意欲的に行
動を起こしている状況が伺える。 
  
 
Table 3 日常生活の充実状況 
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3.3「日常生活充実度」の因子構造 
 Table 4 は、「日常生活充実度」40項目の妥当性
を検討するにあたり、そして高校生の潜在する構
成概念を見つけ出すために因子分析を行った。因
子構造の分析の結果は、「日常生活充実度」の因子
は分散比57.2％が説明され、 9 因子が抽出された。 
 第 1 因子に高い負荷量を示した項目は、日常生
活における運動・スポーツとの関わりを示してい
る内容から『運動・スポーツとの関わり』、第 2 因
子の項目は、周囲の人や物に対する態度を示して
いる内容から『感情』、第 3 因子の項目は、家族
との関係を示している内容から『家族』、第 4 因
子の項目は、日常生活をよりよく過ごすための取
組みや姿勢を示している内容から『態度・姿勢』、
第 5 因子の項目は、自分自身の個性を磨く内容から
『興味・関心』、第 6 因子の項目は、積極的な行動を
示している内容から『リーダーシップ』、第 7 因子
は、自分自身の健康の内容から『心身の安定』第 8 
因子の項目は、自分自身の肯定感を示している内容
から『自己肯定』、第 9 因子の項目は、日常生活で
必要であると感じる行動を示している内容から『心
掛けるべき行動』と命名した。抽出された 9 因子は、
統計的手続きにより、現在の高校生における「日常
生活充実度」に妥当な因子であるといえる。 
 
Table 4 日常生活充実度の因子構造 
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3.4 「体育授業への意識」と「日常生活充実度」
因子の規定関係 
 高校生における「体育授業への意識」を規定す
る「日常生活充実度」を明らかにするために、「体
育授業への意識」の 2 項目を目的変数とし、「日
常生活充実度」因子を説明変数としてそれぞれ重
回帰分析を行った。係数が正の場合、その因子に
対する評価が高いほど「好き・楽しい」と肯定的
に感じる傾向が高く、係数が負の場合、その因子
に対する評価が低いほど「嫌い・楽しくない」と
否定的に感じる傾向が高いと解釈した。 
 
3.4.1 体育授業への活動意識 
 Figure 1 and 2 は、「体育の授業が好きである」
に関する規定要因を比較した結果を男女別に示し
たものである。 
 男女共通する規定要因は、『F 1 :運動・スポーツ
との関わり』（男子P<0.01、女子P<0.001）、『F 2 :
感情』（男女P<0.001）、『F 6 :リーダーシップ』（男
子P<0.01、女子P<0.001）、『心身の安定』（男女
P<0.05）が日常生活で充実するほど「体育の授業
が好き」と感じる傾向がみられた。 
 男子にみられる特徴的な規定力は、『F 5 :興味・
関心』（P<0.05）であった。『F 5 』は、物事に対
して意欲的に取り組む内容である。自分を無我夢
中にさせる運動・スポーツに出会い、自主的・自
発的に行うことのできる生活を送ることが体育授
業への「好き」という意識を高めるといえる。す
 
 
Figure 1 「体育の授業が好きである」における日常生活充実度因子の影響【男子】 
 
 
 
Figure 2 「体育の授業が好きである」における日常生活充実度因子の影響【女子】 
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なわち、男子における体育授業では、運動・スポ
ーツの技能の確実な習得や練習及び試合などの実
践的な取組みを通して、自分が運動・スポーツの
楽しさや喜びを感じ、夢中になり、自信をもって
行うことができる運動・スポーツを手に入れ、生
徒ひとりひとりに対して生涯スポーツにつなげる
ためのきっかけづくりのできる授業展開の工夫が
必要であると考える。 
 女子にみられる特徴的な規定要因は、『F 4 :態
度』（P<0.05）であった。この『F 4 』は、ひとつ
の物事に対して仲間と協力して最後まで成し遂げ
る内容である。運動・スポーツは、技能を習得し、
ルールやマナーを守り、技能習得やプレーのため
に仲間同士で教え合い、励まし合い、助け合いに
よって成立する。その成立により、運動・スポー
ツの楽しさや喜びを感じることができる。運動・
スポーツを行うことを通して、礼儀や規則、仲間
の存在を重んじながら楽しさや喜びを感じること
ができる生活を送ることが体育授業への「好き」
という意識を高めるといえる。すなわち、女子に
おける体育の授業では、運動・スポーツを行うた
めのルールやマナーを理解し、途中辛くても苦し
い中にあっても最後まであきらめず障壁の向こう
側にある達成感や満足感を味わうことができる授
業展開の工夫が必要であると考える。 
 
3.4.2 体育授業への参加意識 
 Figure 3 and 4 は、「毎回、体育の授業が楽しい」
に関する規定要因を比較したものを男女別に示し
たものである。 
 男女共通する規定要因は、『F 1 :運動・スポーツ
との関わり』（男子P<0.01、女子P<0.001）、『F 2 :
感情』（男女P<0.001）、『F 6 :リーダーシップ』（男
女P<0.01）が充実するほど「毎回、体育の授業が
楽しい」と感じる傾向がみられた。 
 男子にみられる特徴的な規定力は、図 2 の結果
と同様に『F 5 :興味・関心』（P<0.001）であった。
先にも述べたように、男子が更なる体育の授業を
楽しむためには、授業を通して生徒が興味・関心
を抱くことができる運動・スポーツに触れ、自分
の身体や心で直接楽しさや喜びを味わう機会とな
り、最終的には授業の場のみならず、学校の休み
時間、運動部活動、余暇時間などにも積極的に運
動・スポーツを取り組むことのできるきっかけづ
くりとなる授業展開の工夫が必要であると考える。 
 女子にみられる特徴的な規定力は、図 3 の結果
と同様の『F 4 :態度』（P<0.05）に加えて『F 7 :
心身の安定』（P<0.01）であった。女子が更なる
体育の授業を楽しむためには、授業を通して仲間
とのコミュニケーションや達成感及び満足感の獲
得だけでなく、身体的、精神的、社会的における
健康を手に入れることのできる授業展開の工夫が
必要であると考える。 
 
4．結論 
 本研究では、高校生における実際の「日常生活状
況」及び「体育授業への意識」の関連から「日常生
活の充実度」の実体的な構造を検討するとともに、
高校生の体育授業への意識が「日常生活の充実度」
の機能にどのような影響を与えているのかについ
て検討した。結果は以下のように要約される． 
 1 . 高校生における「日常生活充実度」が構造化
され、充実した日常生活を送るために必要な
具体的要素が明らかとなった。 
 2 . 本研究で取り上げた「日常生活充実度」と、
「体育授業への意識」及び「運動・スポーツ活
動」との分析の結果から、体育授業における
運動・スポーツとの関わりが、充実した日常
生活に影響を及ぼし、高校生の各意識による
具体的な運動・スポーツへ取組むための方向
性が示唆された。すなわち、男子は、体育授
業を通して興味・関心を抱くことのできる運
動・スポーツに出会い、自分の身体や心で直
接楽しさや喜びを味わうことを目的とし、女
子は、仲間とのコミュニケーションや達成感
及び満足感の獲得、身体的、精神的、社会的
における健康を手に入れることを目的とした
授業展開を行うという運動・スポーツを通し
て充実した日常生活を送るために体育授業を
展開するための重要なポイントが示唆された。 
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 今後は、本研究で得られた結果をもとに、日常
生活における運動・スポーツとの関わりの意義や
実践的な体育授業の取組みの実施、その具体的な
成果の検証が必要であるとともに、日常生活にお
いて自主的・自発的に運動・スポーツを行うこと
ができるために実践的に活用できる水準での体育
授業の具体的な内容の追及の必要になると考える。 
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